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図表４　 平成 13 年度の全大学の理・工学部に所属する教員
数と年齢別分布
※平成13年 10月 1日現在の満年齢
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日本 2.2 17.1 29.7 30.6 4.7 0.5 14.6
米国 0.8 1.4 2.2 2.2 1.9 12.9 77.8
英国 1.7 1.7 6.2 5.4 5.4 7.4 72.3
ドイツ 1.0 0.8 4.4 5.2 7.0 8.8 71.8
資料： 譛日本生産性本部「米国の技術者・日本の技術者－技術者のキャリアと能力開発」ほ
かをもとに、科学技術政策研究所にて作成。
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03）  高 齢 者 雇 用 の 現 状：http:/
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（仮称）』サービス導入に関する
アンケート集計結果：
  http://www.iee.or.jp/honbu/
ieejpro_kekka.pdf
11）  NPO北関東産官学研究会ホーム
ページ：http://www.hikalo.jp/
12）  浅野和俊、「欧米の研究教育状況
とリタイア後の研究者」、文部科
学省科学技術政策研究所講演会
資料
13）  “カナダにおける産官学共同研
客員研究官
伊藤　泰郎
元武蔵工業大学教授
蘋
工学博士。オゾン発生、プラズマによる
大気汚染物質分解処理技術、電気絶縁劣
化診断技術などに関する研究に従事、退
職後も活発に各方面で活動中。
執　筆　者
環境・エネルギーユニット
浦島　邦子
科学技術動向研究センター
蘋
工学博士。環境に影響を与える物質（排
ガス、排水、廃棄物など）を無害化する
研究に主に従事後、現職。
①助教
　将来の教授候補として教育研究を行
う人のポジションをさす。数年後には
教授－准教授－助教という新たな職制
になる見込み。
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